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 背景：ラパマイシンはmammalian target of rapamycin（mTOR）経路を抑制する薬剤であり、免疫抑制薬、抗
腫瘍薬として既に臨床現場で使用されている薬である。我々は過去の研究で、脊髄損傷に対するラパマイシン









































結論：脊髄損傷の急性期におけるラパマイシン投与は、損傷脊髄内で M1 type ミクログリアを減少させて、炎
症抑制効果をもたらした。ラパマイシンによる炎症抑制が神経保護作用をもたらし、運動機能のみならずアロ
ディニアを改善させた。 
 
